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1．緒言

中学校・技術の加工学習で，木製品又は金属製品を作る際，第三角法による正投影図を

生徒に教えている1．2）。この投影図は3次元図形（中学校では等角図又はキャビネット図

を使用）を，2次元図形として表現するものであり，生徒がその思考過程で，立体のイ

メージを把握．認識するのに大いに役立つものである。

そうなると，立体と第三角法による投影図との関係を知る必要があり，これまでにいく

つかの研究が報告されている3～11）。さらに近年，パーソナルコンピュータのグラフィッ

ク機能を利用した研究もみられる。例えば，松浦12），田北13）らは立体（等角図）を表示

後，即座に，正投影図が得られる教材を開発しているが，等角図から正投影図への変換過

程が不明瞭と思われる。一方，ノ11島日〉らの研究は，生徒が立体（等角図）のデータ入力

から始め，立体作成後，自動的に正投影図が表示されるものである。そして各投影図のク

リックにより，立体が回転して，その面が見られる位置で制止するので，正面図，側面図，

平面図と立体との関係が視覚的に表示され，これまでの報告に比べ，格段の進歩がある。

しかし，この教材は，技術・家庭科の「情報基礎」用CADとして作成されたもので，生

徒自ら立体の作図から始めなければならないこと，又，作成された立体の正面図は生徒の

意志に拘らず，自動的に決められてしまうことが問題点として上げられる。このような事

から，立体と第三角法との関係に的をしぼった，もう少し中味の深まった教材が望まれる。

ところで，1993年度より，木材加工の授業時間数が約半分に減少した。この事は製図に

使用できる授業時間数も削滅せざるを得ない事を意味し，かつ，金属加工が選択科目に

なったため，生徒によっては，製図は木材加工においてのみ学習することになる。
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以上のような事を考えると，少ない時間で，より効果的に，立体と第三角法による正投  

影図の関係を，生徒に理解させ得ることが望まれ，本研究では，このような事を目的とし  

たパーソナルコンピュータ教材を開発しようとするものである。  

2．設計方針  

本研究における教材を作成するため，次のような設計方針を立てた。  

1）不等角図は人間の視覚に訴えるごく自然な図であることから，モデルに用いる立体  

は不等角図で表示する。   

2）不等角図と第三角法による正投影図との変換過程を視覚的に表示するため，使用モ   

デルはⅩ，y，Z，軸まわりに任意に回転でき，かつ隠線処理も施されている。   

3）最もふさわしい正面図を考えさせる目的で，使用モデルにおいて，正面図とする面   

を3通り変える。そして，各通りにおいては他の投影面も表示する。   

4）理解を深めるため，用いるモデルは少なくとも4体用意する。   

5）練習問題も作成し，誤答時には治療フレームを用意する。   

6）使用キーはテンキー，リターンキーの2つとする。  

3．プログラム構造  

前章の設計方針に基づき，得られたプログラム構造を図．1のフローチャートで示す。   
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図．1プログラム構造  

－＼＼  

や卜⑨  

図．2 表示モデル  

㊨，⑧，⑥：視点方向  
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4．操作概要   

本教材の操作概要を図．3に示す。  

S t a r t  

・図2の立体をY軸まわりに1回転し，全体像を把握する。  

J．  

・立体で．㊨の方から見た正投影両を正面図する。  

～拇男娼【第三角法】～  

今，矢印から見た面を立体の正面とします。  

上  

図．3 操 作 概 要  

PUSH【リターン・ト】   
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J′  

・立体を，ズ軸，y軸．z軸まわりに回転し，正面図を表示する。  

97   

（一拍影図【第三角法】～  

［jf面から見た図】ほこのようになり，これを正面図といいます PUSH【リターン・＋－】  

J  

・ディスプレイの右画面に得られた正面図を表示する。  

ⅢS＝［リターン‡－］  では，右画面に正面図を描きましょう。  

J．  

図．3 続 き  



98  辻 野 宮 司・谷 藤  仁・椎 子  誠  

J  

■次に．立体において，右から見た場合を考慮する。  

次に，この正面図を基に【右側から見た図】を考えよう。   ♭usH［リターン・ト］  

J．  

・立体をオ軸，Y軸，Z軸まわりに回転し，右側面図を表示する。  

［右側から見た図］はこのようになりこれを右側面図と言います。PUSH【リクーパー】  

上  

図．3 続 き   
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J．  

・得られた右側面図を．ディスプレイの右画面に蓑示する。  
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～投君≠図【第三角法】～  

P眼目【リターン‡－】  で払 右画面に右側面図を描きましょう。  

J  

・今度は．立体において，左側から見た場合を考慮する。   

【第三角法】…  

次に，正面図を基に【左側から見た図］を考えよう。  PUSH［リターン・ト］  

J  

図．3 続 き   
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J  

・立体をズ軌 y軌 z軸まわりに回転し，左側面図を表示する。  

［左側から見た図］はこのようになりこれを左側面図と言います。PUSH【リターンヰー】  

1  

●得られた左側面図を，ディスプレイの右画面に表示する。  

でば，右画面に左側面団を描きましょう。  

上  

図．3 続 き  

PUSH【リターン1」】   



第三角法に関するパーソナルコンピュータ教材  

J．  

・次に，立体において，上から見た場合を考慮する。  

101  

印SH［リターンtト】  次に，正面図を基に［上から見た図］を考えよう。  

J  

・立体を．方軸，y軸，Z軸まわりに回転し，平面図を表示する。   

【上から見た図］はこのようになりこれを 平面図と言います。PUSH［リタサト】  

J′  

図．3 続 き   
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J．  

・得られた平面図を．ディスプレイの右画面に表示する。  

では，右画面に 平面図を描きましょう。  

J．  

PUSH【リターント】  

・最後に，立体を下から見た場合について，考察する。  

次に，正面図を基に〔下から見た図】を考えよう。  

上  

図．3 続 き  

軋蛤H［リターン・‡一】   
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J．  

・立体を，方軸．y軸，Z軸まわりに回転し，下面図を得る。   

［下から見た団】はこのようになりこれを下面団と言います。 PUSH［リターン‡－】  

J．  

・得られた下面図を，ディスプレイの右画面に表示する。  

P］SH［りクー）・ト】   でば，右画面に下面図を描きましょう。  

J  

国．3 続 き  
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J．  

・以上で，第三角法による5つの投影図が得られた。  

これで，三角法によるすべての投影図が得られました。  PUSH［リター：・tト］  

J．  

図．3 続  き   
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J．  

・例題の提示（形状の異なる3つの立体の中から1つを選択）  
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きて，今度は別の品物を使って学習してみましょう。  

ただし下平面図及び左側面図を除いた，  

正面図，右側面固， 平面図   

の3通りについてのみ見ていくこととします。  

P眼目【リターン‡－】  

品物は下図のとおりです。  

次の手順に従って，どれかlつ選んで下きい。  
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どれにしますか？  

1例として，8を選択した場合を表示する。  

↓
 
 

～般景姻【第三角法】～  

臥J訓［リターント】   矢印から見た面を正面図とします。  

J．  

図．3 続 き   
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J  

・立体をか軸，Y軸，Z軸まわりに回転し．正面図を表示する。  

［正面図］はこのようになります。  吼応H【リターント】  

・右側面国の考察   

次に，正面図を基に【右側から見た図】を考えよう。  軋SH【リクーパー】  

J．  

図．3 続 き   
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J．  

・右側面周を．ディスプレイの右画面に表示する。  
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～授景姻【第三角法】～  

右側面図  

閃SH［リターン・‡－］  【右側面匿‖はこのようになります。  

・平面図の考案  

～没景姻【第三角法】～  

右側面図  

閃S＝［リターン・‡－】   次に，正面図を基に【上から見た盟】を考えよう。  

J  

図．3 続 き  
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J  

・平面図を，ディスプレイの右画面に表示する。  

［平面図］はこのようになります。  閃訓［リターン1ト】   

J′  

図．3 続 き   
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（e）  

図．3 続 き  

5．考察および緒言  

練習問題として，例題の中のCを利用した。誤答時の治療に，この立体と投影図との関  

係を示すフレームを用いたいためであった。しかし，例題で，Cを選択した生徒にとって  

は，同じ問題を2回行うことになり，不適切であったと思われる。それ故，今後この部分  

の改良が必要である。   

現時点で以上のような問題点はあるものの，今後，この教材を用いた授業実践を通して  

その有効性，新たな問題点等を明らかにしたい。  
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